
そらまめサポートは、地域のみなさんと一緒に地域の子育てを応援します。お問い合わせ先はこちら…0736-60-4337
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支援料について 「そらまめちゃん」

保育ルームの利用

基本(元気な時のこども）預かり　 　 　６００円
病児・病後児預かり 　　　　　　　　８００円

基本時間帯（7:00～20:00）１時間あたりの料金

親子で、お友達同士でご利用ください
平日/ 9：30 ～17：00　土曜 /10：30～14：30 ＊いずれも、詳細につきましては、そらまめサポートにお問い合わせください。

利用料の半額補助され、上限 6万円（年間）までです。
ひとり親家庭等補助制度あります。

元気な時の預かりです。（ファミサポの基本預かりと同じ）
利用料金 / 1時間当たり　　　　６００円

きしがわそらまめちゃん
場所/そらまめサポート保育ルーム（貴志川町神戸327-1 旧貴志川分庁舎3階）
平日/ 9：30 ～17：00　土曜 /10：30～14：30
あいあいそらまめちゃん
場所/岩出市総合保健福祉センター （岩出市金池92）
水・金曜 / 10：00～15：00

＊事前連絡要。利用無料。
飲食可能です。
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〒640-0413 紀の川市貴志川町神戸327-1旧貴志川分庁舎3階
Tel.0736-60-4337 Fax.0736-60-4338
メール. isora@comdesign-npo.com

いわで・きのかわ ファミリー・サポート・センター 「そらまめサポート」

毎週水•金曜日は、岩出市あいあいセンターでも入会受付をしています。
(時間 10:00〜15:00、祝・夏季休業・年末年始を除く)

開所時間/月〜金曜 9：00-17：30
　　　 　 土曜10：00-15：00（日・祝・夏季休暇・年末年始を除く）
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保育ルームの『親子利用』について
自治体との協議で利用基準に変更があり、今後は小学校入学までのお子さまを対象にご利用いただくこととなりました。
ご不便をおかけいたしますが、ご理解のほどよろしくお願いいたします。

サポートの申込とキャンセルについて
会員間でサポートの申込及びキャンセルが成立した際には、その旨事務所までご連絡をお願いいたします。

今回、子育て応援連続講座でおなじみのお二人の先生にお話をいただきました。こどもと関わる中で心にと
めておきたい内容でした。ありがとうございました。(T)
今号では新しく入った木のおもちゃを特集しました。遊んでいくうちにこどもたちの豊かな発想力で遊びが
どんどん広がっていきます。ぜひ、遊びにきて下さいね。(E)

編集後記編集後記

確認

お願いします。

「そらまめサポート通信vol.19」では、表紙モデルを募集し、令和5
年9月6日に保育ルームで撮影を実施しました。撮影に協力してくれ
たのは、3組の1歳未満のお子さまとそのママさんたち(利用会員)。
いつも「そらまめサポート通信」の写真を担当してくれている磯さ
んが撮影。当日、「笑ってなくていい。みんな表情が違うのが良いん
だから、自由にさせてあげましょ」と磯さん。
自由な雰囲気での撮影会となりました。撮影よりも遊びたくなった
り、びっくりして涙
がぽろりんとなった
お顔も、とってもと
ってもかわいかった
です。

パチ
リ！

TOPIC

そらまめサポートとは、「子どもを預かってほしい人（利用会員）」と「預かる人（スタッフ会員）」
が会員となって、子育てを地域で支え合う活動です。
「ひとりの子どもを育てるには村中の大人の知恵と力が必要」 (アフリカのことわざ)

わたしたちはこの言葉を心におき、子どもとその家庭にていねいな手助けができる力をもちたい
と願っています。

そらまめサポート通信の表紙を撮影したよ

そらまめコラム

城ちゃん園長体験記 ~ひよこになれなかった卵のお話~

　　　　　おうちの救急箱

こちらから

アクセス！

公式インスタの紹介です!

イベントや講座のお知らせ
や報告、年末年始等の閉所
のお知らせ等を随時アップ
しています。
よかったらぜひ、
フォローおねがいします♪



公立那賀病院
副院長兼診療部長

 山家宏宣先生
体温計

ピンセット

毛抜き
ハサミ

そらまめサポートは、地域のみなさんと一緒に地域の子育てを応援します。　利用入会は、常時受付けています。　　　　　　スタッフ会員は随時募集中です。　詳しくは、お問い合わせください。

どんぐりのやじろべえ

ボンド

竹ひご 2本
爪楊枝 1本

キリ

ペンチ

粘土
(どんぐりの固定用)

どんぐり

おもちゃ紹介

組み立て式の木でできたメリーゴーラン
ド。くるくる回る様子が楽しいようで、0～
1歳児のこどもさんたちに大人気! お馬さ
んとお人形は取り外せるので、自分で組み
立てたり、積み木のようにも遊べます。
1926年から作り続けられている名品です。

きれいな色彩とシンプルなデザインが魅力
的な木製のタワーです。ペグにディスクを通
して遊びます。とにかく色が美しく、目で見て
楽しい。また、大きさの異なる10枚のディス
クの表面はサラッとしてやわらかい手触り。
インテリアとして飾って置くのも素敵です。

メリーゴーランド 大 グリムス スタッキングタワー

こどもたちが大好きな恐竜。持って遊ぶこ
とはもちろん、積み上げることもできます。
全部積み上げられるかな。

ジーナ恐竜
/ジーナ社(ドイツ)

おもちゃの遊び方は自由です。
こどもたちは思いもよらぬ遊び方をします。
ぜひ、お子さんと一緒に様々なおもちゃで遊びに来てください。

「やじろべえ」って、知っていますか? 
「やじろべえ」は胴にあたる中心から左右に伸びた手の先に重りが
ついているもの。 ゆらゆらと揺れながらバランスを保つ日本の伝統
的なおもちゃです。今回はどんぐりで作る「やじろべえ」をご紹介。

保育ルームに新しい木のおもちゃが沢山入りました。今回はその一部をご紹介します。

お気軽にどうぞ～

1.粘土の台座にどんぐり置く。

●用意するもの ●つくりかた

2.キリでどんぐりの両側に
　穴をあける。

3.良い長さに切った竹ひごを
　指して、ボンドで固定する。

そらまめコラム

●家庭で救急箱を用意しておくことの意味は?
　病院に受診するほどではない擦り傷の処置や、受診までの応急処置の道具を準備しておくといいでしょう。
●どんなものを用意しておくといいですか?
　必ずしも一箱にまとめておかなくてもよいですが、置き場所は認識しておきましょう。

おうちの救急箱

器具 消耗品
できれば自着性伸縮包帯(重ねて巻くとく
っつく自着生タイプの伸縮包帯。軽度の 
圧迫ができて通気性もある。但し個別購
入は難しいかもしれません。)

山家先生、
ありがとう
ございました。

あ
る
と
い
い
物

包帯

綿棒 （個包装になっているもの）

冷却シート/瞬間冷却パック

絆創膏

目薬

軟膏
（虫刺され等に使用
　できるもの）

使い捨て手袋

 (熱中症で体温が上昇したときや、熱傷時
に冷却するのに使用。水道や冷蔵庫が近く
　　　　　　　にない場合に重宝します)

滅菌ガーゼ

必要ない物
・消毒薬(すり傷などは水道水で洗い流すのが良いとされています。応急処置として消毒薬は不要です)。
・解熱剤や吐き気止め等の対処療法薬(正確な診断の妨げになるのでお奨めしません。)

（眼に異物が入った場合に洗い流すのに
　使用できるもの、アレルギー用でよい）

「子育て応援連続講座」の講師で公立那賀病院副院長兼診療部長の
山家宏宣先生に、「おうちの救急箱」について、教えて頂きました。

どんぐりにバランスよく穴を開ける。ここが、ちょっとむず　かしい。

コツ！

親子で遊ぼう

/アルビスブラン社（スイス） /グリム社（ドイツ）

　園長として勤めていた保育園でのこと。

園庭の鶏小屋で十数羽のチャボを飼っていて、卵は

子どもが喜ぶので時々ひよこにかえさせていました

が、たいていは産んだ日に取り出していました。冷蔵

庫で保管をし1クラス分たまるとゆでておやつにし

ていました。鶏舎内から用務員さんに取り出しても

らい、当番の五歳児が受け取って、職員室の私のと

ころへ持って来ることになっていました。　

　ある日、子ども五人がかたまりになって、けたたま

しい声をあげながら職員室に飛び込んで来て「こう

ちゃんがたまごひとりじめにしたんやで」と口々に言

います。この日は一個しかなかったので誰が持つか

でもめたようです。こうちゃん以外はみな女の子。非

難されているこうちゃんが急いで私に渡そうと腕を

伸ばした時、横にいた子が遮ったので、卵は床に落ち

てしまいました。

「こうちゃんが落とした」「あ～あ、もうひよこにな

れやんわ」「かわいそうやな」みんなに責められて、

こうちゃんの目には涙があふれてきました。

　私が自分の仕事机のティッシュケースをとって「こ

れできれいにしようか」と言って割れた卵の横に置

くと、突然騒ぎはおさまり、五人は次から次へとティ

ッシュペーパーを取り出し、卵を拭き取ることに夢中

になったのです。私は自分の仕事に戻り、しばらくし

てふと横を見ると五人が丸くなって座り、にこにこし

ながら何やら小声で話しているのです。「何してい

るの」と聞くと、「ここ見て」指さすところを見ると、

子どもの輪の真ん中に、卵を拭き取った跡が黒いシ

ミになって残っていました。「これ、ひよこだね」私も

子どもの話に合わせました。「ここにこんなにして耳

をつけてみて」一人の子がシミにペタッと耳をつけ、

「ピヨピヨ」と鳴き声が聞こえるというのです。言わ

れたとおりにして「ほんとかわいい声だね」というと、

みんな声をそろえて「そうやろ」と嬉しそう。それか

らもかわるがわるシミに耳をつけては「聞こえるね」

を繰り返していました。

　五歳児は、抽象的なイメージを共有することがで

きます。大人にはつくり話のように思えることでも、

子ども同士で想像の世界を楽しんでいるのです。

　卵が床に落ちて割れたとき、「もうひよこになれ

やんわ」というのを聞いて可笑しくなりました。しか

し割れた瞬間、その卵にひよこの命があったことに

気付いたのだと思います。ひよこのように見えたシ

ミから想像の世界が広がっていったのではないでし

ょうか。

　日常の様々な体験や観察から得られるちょっとし

た気づきからも想像力は生まれ、そのことが子ども

の世界を豊かなものにしていくことでしょう。

ひよこに

なれなかった

卵のお話

城ちゃん園長体験記

ピヨピヨ

城  皆 子 氏 (白浜町在住)
じょう　 み な こ PROFILE

じょう

NPO法人Com子育て環境デザインルーム副理事長、
元公立保育園長
H16年春まで旧日置川町立保育園長として勤務。
在職中から子育て支援事業に積極的に取り組み、
現在も引き続き、子育て支援を中心にさまざまな地域貢
献に従事。

城先生の自宅のお庭にて撮影


